
Claude Codeで技術書を書く
執筆の現場の

使いどころを
お話しします
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Who Am I?

大澤文孝
技術ライター／システムエンジニア／プログラマ／インフラエンジニア。
著書は100 冊以上。
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@sour23

Follow me

このセッションは
撮影・投稿OK！

#opendevcon



主な著書



開発効率をアップする！ Claude Code 実用入門

5 月19 日発売 マイナビ出版

Amazon 売れ筋ランキング「ソフトウェア開発・言語」に
て1 位！



書店さんを回ってきました

▲紀伊國屋書店 新宿本店さま ▲書泉ブックタワーさま



SEPlus で講座しました



免責

• 大澤文孝の個人的な意見です。所属・関連の団体とは一
切関係ありません

• Claude Code やモデルの仕様・価格は頻繁に変わりま
す（ 本日の内容は2026 年8 月時点）

• 今回は「執筆での使いどころ」の要点を伝える！

生成AIは進化が
速いから最新情
報も見てね！

このスライドも
Claude Codeに
下書きさせた！



技術書の執筆は、手間がかかる
• 「書きたいこと」が頭に揃っていても、本として仕上げるま

でが長い
– 分量があるから、説明の順序を考えなければならない

– 図もキャプチャもサンプルも、作らなければならない

– 正しいかどうかを確認する校正作業は、気を張る作業でなかなかた
いへん

構成案 執筆 図版
画面

キャプチャ
サンプル 校正

頭のなかに「書きたいこと」が揃っていても、作業か多くなかなか実現まで遠い
Claude Code で、その手間を削減しよう！



Claude Code と使い方



Claude Code とは
• ターミナルで動く AIエージェント（ Anthropic 製）

• 「自分の PC」で動く
– ファイルの読み込み・作成

– コマンドの実行

– ネットワーク通信（ Web での検索、データ取得他）

コーディングに使う

コードの作成

ビルド

テスト

→ テストが通るまでシステム開発を完成に持って行
ける

指示と終了条件
さえ書けば
あとはお任せ

執筆に使う

構成案作り

執筆

図版作成

サンプル作り

校正

テストのような
明確な条件がな
いので完全自動

は無理！



Claude Code を使うには

• 自分のPCに直接インストールすると「何されるかわか
らない」

• コンテナを使うのがお勧め（ DevContainer ）

Qiita 「 Claude Code 入りの Docker イメージを DevContainer で動かす」

いろんなLinuxツールが使える
（officeファイル読み込み、
pdf読み書き、ImageMagick

などなど）



DevContainer のデモ

• Docker Desktop を用意する

• プロジェクトフォルダ以下に .devcontainer フォルダを作
り devcontainer.json を置く

• VSCode でプロジェクトフォルダを開く

{

  "image": "ghcr.io/fosawa/claudecode-devcontainer:latest",

  "remoteUser": "vscode",

  "containerUser": "vscode"

}

devcontainer.json



Claude Code で本を書く流れ



構成案：目次のたたき台を作らせる

AWS のEC2 についての解説記事を書きたいので構成案を作ってほしい

AWS のEC2 についての解説記事を書きたい。
はじめて EC2 を使う人向け。マネジメントコンソールから操作。
VPC を作るというところから解説してほしい。 VPC は「 VPC などから作る」を使ってほしい。
具体的な手順付きで、パブリック IPを設定して、インターネットから接続できるように。
そこには nginx をインストールして、外部から接続できましたで完了としよう。
EC2 インスタンスのログインには、インスタンスコネクトだっけ？ ブラウザから接続できるやつ。あ
れを使おう。コラムとして「 SSH でつなぐ」みたいな話もあるといいね。
分量は、だいたい A4 相当で 30 ページぐらいかなぁ。
手順は画面キャプチャ付きで、丁寧に感じで作りたい
そこで、こんな内容の構成案を作ってほしい。「構成案 .md 」で出力して

何を作りたいの
かを明確に！



生成ガチャの確率を上げる

• 指示していないところは生成 AIが「いい案配にやる」

• 指示することで「欲しいものか出てくる確率を上げる」

わざと細かい指示を与えずに、何度かやりとりして詳細を詰めていくとい
うやり方もあり！

→ただし、遠回りになる
→きちんと決めないといけないところと、どうでもいいところをわけて、
決めないといけないところはきちんと決めた指示を出す



どのモデルで動かすか

Fable 5
最上位。下書き執筆などはこれ。原稿執筆のように「正解が曖昧」な仕事の主力
（入力 $10 ／出力$50 per 100 万トークン）

Opus 5
高性能。 Fable に次ぐ。じっくり考えさせたい作業。構成案出しや PDF の校正と
かに使っています（ $5 ／$25 ）

Sonnet 5 バランス型。 Fable からサブエージェントで調査させるときに使用（ $3 ／$15 ）

Haiku 4.5 軽量・高速・安価。使ってないので知らない（ $1 ／$5 ）



原稿のテイストを決める

• トンマナ

– 「トーン＆マナー」の略。原稿のテイストや雰囲気、書式の
こと（編集の専門用語というかスラング）

過去の原稿群

トンマナ .md

過去の原稿を「過去原稿フォルダ」に置いた。
これと同じような原稿を書きたいので、それ
らの原稿を読んで、「トンマナ .md 」を作って

自分の持ち味



トンマナの例

▲「モウフカブール」のブースで頒布中



トンマナに従って書かせる

トンマナ .md に従って、 構成案 .md の原稿を書いてほしい。
原稿は「原稿フォルダ」に、 01 、 02 、のようなフォルダを作って、その下
に、 01.md 、 02.md などとして作ってほしい
そのサブフォルダ images に、 01 -01.png 、 01 -02.png などとしておいて
ほしい。なおイラストの場合は、 drawio.png でよろ。
サブエージェントを使って、どうでもいいことをするときは Sonet5 を使っ
て。そのサブエージェントからは必要に応じて Fable 5 を呼び出して。

構成案 .md

トンマナに
従って書いて

あたかも
自分が書いた
ような原稿

トンマナ .md



できた原稿

▲「モウフカブール」のブースで頒布中



できた原稿



叩く、直す

• 事実に事実を重ねただけ

• 用語解説が足りない（解説が後ろに来ている）

– 知らない人に向けて書いてない

• 筋が通っておらず（ストーリーがない）

– 意図がわからない

薄っぺらい



修正を入れて直す

• 原稿に「＠」などでコメントを入れる

• プロンプトで「＠の指示を直して」と入れる

＠「長く育てる」みたいなへんな言い回しはしない＠
つまり、「 Windows 環境を長く育てる」のではなく、 **「ちょっと試して、
捨てる」 ** ことに特化した仮想マシンが、 Windows Sandbox です。



修正を入れて直す

＠下記の箇所だが、読者は、「なぜ軽いのか」とか、そんなに詳しく知りたくない。ただ使いたいだけなので、もっと簡素
に。ホストからリンクで共有しているからファイルサイズが小さい、メモリを共有してるから少ないメモリで済むなど、メ
リットとして見える理由を、ちらっと書くだけでいい。あと、ふつうのひとは、 ntdll.dll を Sandbox 内で読み込んだときと
き言われても、何言っているか、全然わからんので、きちんと解説するか割愛するかして＠

## なぜ軽いのか（しくみ）
･･･ 略･･･
ポイントは、次の 3 つです（詳しくは公式の「 [Windows Sandbox のアーキテクチャ ](https://learn.microsoft.com/ja -
jp/windows/security/application -security/application -isolation/windows -sandbox/windows -sandbox -
architecture) 」を参照）。
**①動的ベースイメージ（ Dynamic Base Image ） **
Windows のシステムファイルの大部分は、インストール後に書き換わることのない「不変」のファイルです。 Windows 
Sandbox は、これらを **ホストからリンクで共有 ** します（コピーしません）。書き換わる可能性のある一部のファイルだ
け、まっさらなコピーを持ちます。だから「 Windows を丸ごともう 1 セット」持つ必要がなく、ディスクは約 500MB で済
みます。これが、 **ホストと同じビルドの Windows しか動かせない **理由でもあります。
**②メモリの共有 **
ホストと同じ OS バイナリを使っているので、たとえば ntdll.dll を Sandbox 内で読み込んだとき、 **ホストが使っているのと
同じ物理メモリページ **をそのまま使います（ direct map と呼ばれる技術）。また、メモリの割り当ては固定ではなく、ふ
つうのプロセスのように、ホストの状況に応じて動的に増減します。

レベル感が合わ
ないことは
書かない

前後関係が
おかしい

この用語初出



最終的に自分で書く

• できた原稿はあくまでも下書き

• それを参考に書き直す（リライトする）

全部がプロンプ
トで直るほど
甘くない



労力の削減になってるの？

• 下書きがあるのとないのとで雲泥の差

– 調査や下調べが終わっている

– 画面キャプチャやイラストの下書きがある（後述）

– サンプルのソースコードも作られている（後述）

材料はできてる！
それを再構成する

だけでよい



仕上げの検証

これから原稿を提出するので校正してほしい。
校正した結果は、僕が反映するので、直接直さないでほしい。
そして事実関係の調査もお願いしたい。
結果は「校正結果 .md 」としてまとめて。
検索しやすいよう、校正結果は、 「元の文」「置換提案文」「理由」の
フォーマット として。



校正：表記ゆれを一括チェック
指示：「原稿の表記ゆれを洗い出して。一覧（語・件数・行番号・例）を報告して」

検出結果（ Fable 5 ： 18 項目から抜粋）：

・「 Windows Sandbox 」 15 件 ／「 Windows サンドボックス」 2 件が混在

・「デフォルト」「既定」「初期状態」が同じ意味で 1 件ずつ

・「マウント」 2 件 ／「共有」 3 件（ MappedFolders の説明で混在）

例） L185 「 Hyper -Vや VirtualBox で」 ―「や」の後に半角スペースが紛れ込み

例）「ブラウザ」だけ長音なし（他は「フォルダー」「インストーラー」で統一）

実出力

人間の目は

見落とすが、

機械的な検出は

得意分野



参考： WORD への変換

• サンプルの WORD 原稿（過去の WORD 原稿）のレイア
ウトをそのまま採用した「 WORD ファイル」に変換で
きる

– お手本があれば、それを真似るのが得意

• ページ数の調整もできる

できた WORD のページ数を 3 ページに収めたい。僕が編集するので、 3 ペー
ジよりも少し多めぐらいまでにカットしてほしい



図、サンプル、画面キャプチャ



図版： .drawio を直接書かせる
• .drawio ファイルの実体は XML → Claude Code が直接生

成・編集できる

• たたき台を作らせて、人が draw.io で開いて仕上げる

<mxCell id="host" value="ホストの Windows 11（ふだん使っている PC） "

style="rounded=1;fillColor=#dae8fc;strokeColor=#6c8ebf;…" />

<mxCell id="sbx" value="Windows Sandbox&lt;br&gt;（使い捨ての Windows） "

style="rounded=1;fillColor=#d5e8d4;strokeColor=#82b366;…" />

<mxCell id="fresh" value="起動するたびに &lt;br&gt;まっさらな Windows" …

実出力

開けばそのまま

編集できる図に

なっている



図版の実例



図版： API キーで画像も作らせる

• ChatGPT （画像生成 API ）のキーを Claude Code
に渡す

• Claude Code 自身がAPI を呼び出して、挿絵やイ
メージ図を生成

– ClaudeCode がChatGPT へのプロンプトを生成して、
そのプロンプトで作らせる

安全のため
10ドルなど安価な
課金をしたキーを
渡すのが無難



画像の実例
縦の構図。最上部に静止衛星 1 基、ラベル「静止
衛星（高度約 3 万6 千km ）」、地球の広い範囲を
覆う扇形の線、注釈「 1 基で広いが、遠くて遅延
が大きい」。中段に低軌道衛星を 3 機並べ、ラベ
ル「低軌道衛星（高度数百 km ）」、それぞれ小
さな扇形、注釈「近くて速いが、たくさん必要」。
最下部に地球の地表と家・スマートフォン。

Claude Codeが
絵を描くための
プロンプトを自分
で考えて渡す

スタイル：細い均一な黒線のみ。白背景。影・色・グラデーション・網点は使わない。
絵文字レベルにシンプルな単線アイコン。余白を大きくとる。重要：画像の上部や中
央に、大きなタイトル文字・見出しは描かない。図の中の文字は、各要素を指す短い
ラベル・吹き出し・注釈だけにする。日本語のラベル・吹き出し・注釈は、読みやす
いゴシック体で、正しい日本語で正確に描く。文字化けや崩れた字は禁止。アイコン
は次の描き方で全図共通にする：インターネットは必ず「経線・緯線の入った丸い地
球（地球儀）」で表す（雲・クラウドの絵は使わない）。スマートフォンは角丸の縦
長長方形。基地局は三角の鉄塔＋上から出る電波の弧。 Wi -Fiルーターは横長の箱＋短
いアンテナ 2 本。サーバ／データセンターは横線の入った縦長の箱。人物は丸い頭＋
点目＋単純な体の輪郭。

EPSに変換し、
Illustratorで文字

の打ち直し



画面キャプチャは、執筆最大の苦行

• 手順書どおりに操作して、 1 枚ずつ撮る

• アプリの UIが変わったら、最初から全部撮り直し

• 入門書は特に枚数が多い（ 1 冊で100 枚近いことも）

撮り直しもつらい



Playwright MCP で自動操縦

①指示

「この手順で操作して

スクショを撮って」

②自動操作

Claude Code が

ブラウザを操作

③完成

連番キャプチャが

フォルダに揃う

• 撮り直しも「もう 1 回」と言うだけ

• 手順書どおりの操作＝読者と同じ画面が撮れる



キャプチャの実例

もし解説文が必要だと判
断したら、囲みなどで解
説文も重ねること。
その場合、オリジナルの
画像も残しておくこと



Sandbox 連動でアプリ画面も撮る

• ブラウザ以外のアプリは、 Playwright では撮れない

• そこで： Windows Sandbox ＋ 自動操縦MCP

• 使い捨て環境の中でアプリを操作させて、キャプチャを
撮る

• 「まっさらな環境の画面」が撮れるのが魅力

– インストール直後の画面 ＝ 読者が見る画面



Sandbox を使ったキャプチャ例



サンプルは作って動かして確かめる
• コードを生成するだけでなく、その場で実行して検証まで任

せる

• エラーが出たら、自分で直して再実行してくれる

• 「動かないサンプルを載せる事故」を防ぐ

サンプルのバグ取
りから解放

確実に動くサンプ
ルが作れる



サンプルの実例

• Python のコードのほかグラフや検証の図なども作れる



校正作業



PDF を投げて校正

編集から戻ってきた初校を「初校フォルダ」に置いた。内容を精査し、誤
記がないかを確認してほしい。
また事実関係の確認もしてほしい。
結果は「初校結果 .md 」に出力し、「該当のページ番号」「該当の元の文
（検索用）」「修正案の文」「理由」を出力してほしい



WORD のコメント入り校正もできる

WORD の校正機能を使って、修正提案を書き込んで



その他の作業



取材記事

• 録音した MP3 ファイルを置く

• Whisper で文字起こし

• 過去の原稿をフォルダに入れてトンマナを抽出

• インタビューイについての情報、この取材の趣旨につい
ての情報を Markdown に書く

• 上記をまとめて Claude Code に投げて原稿執筆



プレゼン資料

• Marp を使って Markdown で下書き

• 過去のPowerPoint を「この PowerPoint ファイルの
フォーマットに従って」と指定して、 PowerPoint に変
換

– 公式スキルを使うことで「編集可能な pptx 」ができる

• PowerPoint で開いて微調整（以降は Claude Code には
戻らない）

– PowerPoint のClaude プラグインを使う



同人誌の制作

• 写真集のレイアウト

• 過去の完成品PDF と写真をまとめて渡して、適当にレイ
アウトした IDML 形式ファイル（ XML ）に変換してもら
う

• それを InDesign で編集

→ズレずに配置した配置ができる



まとめ



まとめ

• 技術書執筆の全工程で、 Claude Code は使える
– 構成案・執筆・図版・キャプチャ・サンプル・校正

• まねっこが上手
– トンマナなど過去のサンプルに似せたものを出力する

• Playwright 、 Windows Sandbox などを使って画面キャ
プチャを自動化する

• テキストになっていれば何でもできる
– WORD 、 Excel 、 PPTX など（これらは ZIPで固まった XML ）

– drawio で図を作る



告知

▲新刊予定

月刊I/O 50 TH 特別展示

過去50 年分のI/Oが読める



ご清聴ありがとうございました

Follow me

モウフカブール
https://mofukabur.com/

@sour23

書籍も
よろしくね！

2026.08.29 ODC 2026
書籍 Claude Code 実用入門（マイナビ出版）


	スライド 1: Claude Codeで技術書を書く 執筆の現場の 　使いどころを 　　お話しします
	スライド 2
	スライド 3: 主な著書
	スライド 4: 開発効率をアップする！ Claude Code 実用入門
	スライド 5: 書店さんを回ってきました
	スライド 6: SEPlusで講座しました
	スライド 7: 免責
	スライド 8: 技術書の執筆は、手間がかかる
	スライド 9: Claude Codeと使い方
	スライド 10: Claude Codeとは
	スライド 11: Claude Codeを使うには
	スライド 12: DevContainerのデモ
	スライド 13: Claude Codeで本を書く流れ
	スライド 14: 構成案：目次のたたき台を作らせる
	スライド 15: 生成ガチャの確率を上げる
	スライド 16: どのモデルで動かすか
	スライド 17: 原稿のテイストを決める
	スライド 18: トンマナの例
	スライド 19: トンマナに従って書かせる
	スライド 20: できた原稿
	スライド 21: できた原稿
	スライド 22: 叩く、直す
	スライド 23: 修正を入れて直す
	スライド 24: 修正を入れて直す
	スライド 25: 最終的に自分で書く
	スライド 26: 労力の削減になってるの？
	スライド 27: 仕上げの検証
	スライド 28: 校正：表記ゆれを一括チェック
	スライド 29: 参考：WORDへの変換
	スライド 30: 図、サンプル、画面キャプチャ
	スライド 31: 図版：.drawioを直接書かせる
	スライド 32: 図版の実例
	スライド 33: 図版：APIキーで画像も作らせる
	スライド 34: 画像の実例
	スライド 35: 画面キャプチャは、執筆最大の苦行
	スライド 36: Playwright MCPで自動操縦
	スライド 37: キャプチャの実例
	スライド 38: Sandbox連動でアプリ画面も撮る
	スライド 39: Sandboxを使ったキャプチャ例
	スライド 40: サンプルは作って動かして確かめる
	スライド 41: サンプルの実例
	スライド 42: 校正作業
	スライド 43: PDFを投げて校正
	スライド 44: WORDのコメント入り校正もできる
	スライド 45: その他の作業
	スライド 46: 取材記事
	スライド 47: プレゼン資料
	スライド 48: 同人誌の制作
	スライド 49: まとめ
	スライド 50: まとめ
	スライド 51: 告知
	スライド 52: ご清聴ありがとうございました

